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第1回 情報プレゼンテーション演習

「伝わった」とは何か
意図・受け取り・効果を分けて考える

稲垣 俊介 山梨大学 教育学部



INTRO はじめに

Shunsuke Inagaki 2

担当者と、この授業
稲垣俊介／高校情報科の教員経験を基に、大学で情報教育・教員養成を研究

この授業で大切にすること

① 「上手に話す」だけでなく、相手に何が起きたかを見る

② フォント、色、構成を、目的と聴衆から選ぶ

③ 作る・確かめる・考え直すを、何度も繰り返す

④ 学んだ内容を、高校「情報Ⅰ」の授業へつなげる

この授業では、授業者も皆さんの反応から授業を改善します。



QUESTION 問い
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まずは、この問いから
話したことと、相手に起きたことは同じか

何が起きたとき、

私たちは「伝わった」と

言えるのでしょうか。



FORM 確認
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最初に1つだけ確認
Q1 授業中の回答・制作物・発表記録を、個人が特定されない形で

授業改善と研究に利用してよいですか。

「同意する／同意しない」を選びます。
協力しなくても、不利益はありません。



FLOW 説明
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第1回で⾏うこと

STEP 1

作る

現在地の1枚を作る

STEP 2

測る

何が届いたか確かめる

STEP 3

考え直す

「伝わる」を定義し直す

作る → 測る → 定義し直す



CHECKPOINT 説明
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今⽇は、うまく作らなくてよい
現在地を残す

確認

① 初回作品の完成度は成績評価しない

② 原則や見本を聞く前に、自分で判断する

③ 教員が好みそうな形を推測しない

④ 初回版を上書きせず、そのまま保存する

今の自分を、最終回と比較する基準点として残します。



FORM フォーム
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授業前の現在地
Q1 あなたにとって、良いプレゼンテーションとは何ですか。

判断基準を3つまで書いてください。

Q2 現在、自分のプレゼンテーションに、どの程度自信がありますか。

個人記録フォームで「授業開始時」を選び、回答します。



TASK 制作
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1枚の課題カードを使う
1つの学校課題に、3つの対応案が示されています

今回の課題

① カードにある「現在の状況」と数値を読む

② 同じ課題に対する3つの対応案を比べる

③ 自分が妥当だと考える案を1つ選ぶ

④ 1枚のスライドを作り、班内で90秒説明する

正解を当てる課題ではありません。選択した理由を伝える課題です。



STRUCTURE 制作
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「3つの案」とは

案1

現状を維持

今の方法を変えない

案2

限定して実施

曜日や範囲を限る

案3

広く実施

条件や負担を伴う

どの案にも利点と課題があります。1案を選び、なぜそう判断したか説明します。



TASK 制作
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班で、課題カードを分ける
相談して1人1枚。班内では同じカードを選ばない

課題カード

① 課題A 図書館の昼休み開館

② 課題B 売店の事前注文

③ 課題C タブレット充電スペース

④ 課題D 校内連絡のデジタル掲示

4人班はA〜Dを1枚ずつ。3人班は3種類を選択。担当決定後にカードを開きます。



HOW 制作
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あなたがすること
自分のカードを開いてから、班内で発表するまで

①

事実を読む

②

3案を比べる

③

1案を選ぶ

④

1枚にまとめる

⑤

90秒で話す

高校1年生が判断できる説明 ＋ 自分の提案と理由



CHECKPOINT 制作
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1枚の作成条件
現在の判断を残す

条件

① 白紙の16:9スライドから始める

② 文字、図表、色の選択は自由

③ アニメーションは使わない

④ 情報カードにない情報は加えない

「全部載せる」必要も、「減らす」必要もありません。



WORK 制作
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12分で、1枚を作る
まだ相談しません

作業

① 情報カードを読む

② 提案する案を決める

③ 1枚のスライドを作る

④ 90秒の説明を考える

12分後に、個人記録フォームの「発表前」へ回答します。



FORM フォーム
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発表前に、意図を残す
Q3 あなたが提案する案はどれですか。

Q4 この発表で、聴衆に最も伝えたいことを1文で書いてください。

個人記録フォームで「発表前」を選び、送信します。



PRESENT 発表
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発表は、班の中で直接⾏う
録画は発表の代わりではなく、次回の自己観察に使います

発表と録画

① 班員の顔を見て、90秒のライブ発表をする

② 聴衆の1人が、発表と同時にスマートフォンで録画する

③ 第2回に、自分の視線・間・話速などを事実として観察する

④ 初回の録画の上手さや映像品質は、成績評価しない

研究利用は同意した記録のみです。録画が難しい場合は、観察シートで代替します。



ROLES 進め方
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班内の役割
発表者以外は全員が聴衆。1人終わるごとに役割を交代します

4人班の例

① 発表者：90秒で直接説明

② 記録担当：時間計測と録画

③ 聴衆A：聴衆フォームに回答

④ 聴衆B：聴衆フォームに回答

⑤ 記録担当も録画後に回答

⑥ 3人班は聴衆1人が記録を兼務



HOW 進め方
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1⼈分の進め⽅
発表前から次の人へ交代するまで、1人あたり約4分

順序

① 発表前フォームに回答（約30秒）

② 班員へ90秒で直接発表

③ 発表者は発表後フォームへ回答

④ 聴衆は聴衆記録フォームへ回答

⑤ 感想や正答は、まだ共有しない

⑥ 次の人へ交代し、全員分を繰り返す



FORM フォーム
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⾃分の発表直後
Q5 聴衆が最も重要だと受け取ったと思うことを書いてください。

Q6 聴衆は理解確認3問に、平均何問正解したと思いますか。

聴衆の反応を聞く前に、個人記録フォームの「発表後」へ回答します。

Q7 意図した内容を、意図した通りに伝えられたと思いますか。



FORM フォーム
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聴衆として記録する
Q1 この発表で、最も重要だと受け取ったことを書いてください。

Q2 発表者が提案した案はどれですか。

続けて、課題別の理解確認Q4〜Q6へ回答します。

Q3 この発表によって、3つの案を判断できる状態になりましたか。



CHECKPOINT 進め方
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理解確認まで終えて、まだ話さない
全員を同じ条件にする

確認

① Q4〜Q6の理解確認3問へ回答する

② 情報カードは見ずに答える

③ 感想、助言、正答は伝えない

④ 回答後は、次の発表者へ交代する

対話は、班員全員の発表と回答が終わってからです。



DISCUSSION 対話
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全員が終わったら共有する
評価ではなく、受け取った情報を返す

話すこと

① 私に最も伝わったこと

② 判断するために不足したこと

③ 発表者の意図との一致・不一致

④ 外見、声質、性格には触れない

「もっと上手に」ではなく、「私はこう受け取った」と返します。



DIALOGUE 対話
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集めるのは、評価ではなく「ずれ」
個別の優劣から、伝達の構造へ

例

① 提案は伝わったが、理由は伝わらなかった

② 数字は残ったが、案の違いは分からなかった

③ 意図していない情報が強く残った

④ 当然伝わると思ったことが伝わらなかった

どの発表が優れていたかではなく、ずれの構造を考えます。



COMPARISON 整理
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「話した」と「伝わった」
同じではない

話した

① 言葉にした

② 画面に載せた

③ 自分では説明した

④ 時間内に終えた

伝わった

① 聴衆が要点を捉えた

② 理由や関係を理解した

③ 大きな誤解が生じなかった

④ 目的に沿って判断できた



RESEARCH 研究
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話し⼿は、伝わり⽅を正確に予測できるか
コミュニケーション研究から

話し手は、自分の発話の曖昧さを小さく見積もり、

相手が理解する程度を、実際より高く予測することがあった。

Keysar & Henly, 2002 Psychological Science, 13(3), 207–212.



MODEL 整理
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3つを分けて確かめる

STEP 1

意図

何を伝えたかったか

STEP 2

受け取り

実際に何が届いたか

STEP 3

効果

何を理解・判断できたか

意図 → 受け取り → 効果を照合する



SUMMARY まとめ
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「伝わる」の暫定定義
第1回時点の共通理解

暫定定義

① 意図がそのままコピーされることではない

② 聴衆は、自分の知識や文脈から意味をつくる

③ 目的に必要な理解や判断が生じたかを見る

④ ずれを、再設計の材料として扱う

伝わったかどうかは、話者の感覚だけでは決めません。



PROCESS 説明
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この15回の学び⽅
自分に合う1つの型を決める授業ではない

①

観測する

②

設計する

③

実験する

④

再設計する

⑤

授業化する

使い分けられる表現を増やします。



TRANSFER 授業化
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⾼校⽣に教えるなら
完成例を見せる前に、ずれを体験させる

授業化の流れ

① まず自分で作る

② 相手の受け取りを測る

③ 意図との差を言葉にする

④ 原則を学び、再設計する

今日の体験そのものが、情報Ⅰの教材になります。



FORM フォーム
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第1回の振り返り
Q8 今日の活動を通して、最初の判断又は制作物を見直したいですか？

Q9 見直したい判断又は表現を1つ挙げ、その理由を書いてください。

個人記録フォームで「授業終了時」を選び、回答します。

Q10 「良いプレゼンテーション」の定義は、授業前からどう変わりましたか。



SUBMIT 次回接続
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次回までに
第2回「自分の伝え方を観測する」

① 初回までにスライドと発表動画を提出する

② 次回、イヤホン又はヘッドホンを持参する

次回は、動画を人格ではなく、観察可能な行動として見ます。


